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レスキュート
雨水貯留槽式災害用トイレ

雨水を貯める貯水槽を併設し、下水道施設が運用できなくなった場合には、下水道と便槽をゲートで遮断
し、大容量便槽が効果を発揮します。施設復旧後は汚水を下水道に流します。
「使う側の視点、声から生まれた」災害時に快適なトイレ環境を長期間保てる災害用トイレシステムです。

特長

❶ 大容量貯留槽で長期間使用が可能
　被災後に想定される下水道施設の崩壊や点検による、下水
道使用の事前運用停止時でも、想定されたインフラ復旧まで
の期間、確実に貯留し使用することができます。

❷ 密閉式ゲートだから水害時も使用可能
　下水道本管から逆流する汚水や臭気、害虫の侵入を防ぎま
す。地震被害はもちろん、集中豪雨や大型台風など浸水被害
による下水道の機能停止時、防災訓練でも安心して使用でき
ます。

❸ 雨水利用槽一体で水源も確保
　災害トイレシステムで必要となる水源は、本体と一体化され
ており、新たな水源の確保等は不要です。衛生的で快適なト
イレ環境のために、雨水を活用できます。

❹ ガイドラインに準拠
　内閣府「避難所におけるトイレの確保・管理ガイドライン」
に準拠しております。

● 構造図
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● 災害時の使用方法

（注意事項）

① 排出ゲートが閉まっていることを確認 ② 雨水貯留槽の注水バルブを開け、便槽に一定の
    雨水を流しいれる

注水バルブ

密閉式排出ゲート

「ここまで」印まで注水 ③ 便槽に一定量の雨水が溜まった状態で
　 注水バルブを閉め、使用準備完了→使用開始

④ 下水道の復旧を確認し、便槽の
　　 密閉式排出ゲートを開ける

貯水槽

貯水槽

便槽

便槽

便槽

便槽

下水道へ

　設置場所や想定使用人数など条件に応じた、槽の形状や容量を提案します。

施工事例

便槽17.2m3+貯水槽7.3m3（内空1000㎜×2200㎜×延長17.1ｍ）　使用想定者数700人

トイレ開口数14箇所。 内部は特殊コーティングにより、再利用可能。
インバート構造で流下・洗浄性を向上。

密閉式排出バルブ・注水バルブは地上部より操作。
（専用治具付属）

平時は駐車場として使用。（耐荷重T-25)


